
診察などでお待ちの間にお読み頂くパンフレットです。 
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3 月 7 日は「サウナの日」です。「サ(3)ウナ(7)」という語呂合わせが由来となっています。日本サウナ協会により

1984(昭和 59)年に制定されました。サウナはフィンランド語の「sauna」が語源で、意味は「蒸し風呂」です。 

サウナは石に水をかけた時に発生する蒸気熱によって、室内の温度と湿度を上げる蒸し風呂です。発祥はフィン

ランドになり、日本では 1960 年代からサウナが注目され始め、銭湯や健康ランドなどに順次導入されてきました。 

サウナ内の気温はとても高く、通常は 90～100 度位で設定されています。常識的に考えると 100 度のお湯に手を

付けてしまうと大火傷となってしまいますが、サウナの 100度では火傷をしない 2つの理由があるのです。 

１つ目は、発汗しているからです。サウナには汗を流すために入るわけですが、当然大量の汗をかきます。水分は

気温が高いほど蒸発されやすいため、100 度前後のサウナ内で汗をかくと一瞬で蒸発します。蒸発した際に水分を

含む空気の層が体中を覆い、これが皮膚を守ってくれるため火傷をしないで済みます。 

そのため、サウナの蒸気を身体に直接吹きかけたり、思いっきり身体を振り回したりすると、身体を覆っている空気

の層が乱れてしまい直接 100 度の空気が皮膚に触れて、火傷する可能性があるので注意が必要です。 

2 つ目は、熱伝導率の違いです。水と空気では熱伝導率にかなりの差があります。水と空気を比べると、水は空気

の約 25倍も熱を伝えやすい性質を持っています。 

このように熱が伝わりやすいため、100 度の熱湯では火傷をしてしまいますし、逆に熱伝導率の低い空気は例え

100度あったとしても火傷しないのです。 日常的にいえば10度の水で洗い物するととても冷たく感じますが、10度の

気温の外に出てもそんなことはありませんよね。 

 以上、サウナに関する雑学ですが、実際にサウナに入るときには、身体のためにも長時間入りすぎず、また、水分

補給を忘れないようにしましょう。 
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医師事務作業補助者という職種をご存じですか？ 

 

診療補助部 草彅 道代 

 

医療業界では「医師事務作業補助者」という職種の存在がようやく認知される様になっ

てきましたが、患者さんの立場ではなかなか耳にする機会がないと思います。 

「医師事務作業補助者」というのは、その名の通り、医師の事務作業を補助する者のこ

とです。2008年、厚生労働省が、医師が医療業務に専念できる様、医師が行っている事

務作業を補助し、事務負担を軽減するために生まれた比較的新しい職種です。当院では「ド

クターズアシスタント（以下、ＤＡ）」と呼ばれ、2008年 5月に当初 7名でスタートし、

現在 18名が従事しています。 

医師は多忙です。外来や病棟での診察や処置、手術だけでなく、救急の患者さんの為に

昼夜を問わず診察を行い、処置をし、緊急手術をすることもあります。それでも翌朝には

外来で予約のある患者さんを診察し、担当の入院患者さんを診療します。その他、カルテ

の記載、患者さんから依頼される診断書や証明書、役所から送られてくる様々な医療文書

の記載に加え、論文執筆、学会発表など、業務は多岐に渡ります。これらの業務のうち、

事務作業を DAが代行することで医師の負担を軽減し、ゆとりをもって患者さんと向き合

う時間を増やし医療の質の向上を計るのが目的です。 

当院におけるＤＡの業務内容は主に「外来・病棟業務」「がん登録・データ入力業務」

に分けられ、「外来・病棟業務」の主な業務内容は医療文書の作成支援と外来診察補助業

務です。日常診療で発生する様々な医療文書の作成支援や、外来診察時、医師の指示のも

とカルテの代行入力や処方・検査オーダの代行入力を行います。また、診療に関するデー

タ入力や学会・研究の為のデータ収集、文献検索も行っています。 

「がん登録・データ入力業務」の主な業務内容は、院内がん登録、地域がん登録のほか、

ＮＣＤ（外科系の専門医制度と連携したデータベース入力）やＪＡＣＶＳＤ（循環器学会

の症例入力）の登録補助を行っています。 

ＤＡの業務は、医学的知識が不可欠なため、自主的な勉強に加え、定期的に勉強会や研

修会へ参加しスキルアップを図っています。また、患者さんに安心感を持って医療を受け

て頂けるよう、より良い接遇を心掛けています。 

もし、今度診察時に白衣姿で医師の横でパソコンに向かって入力作業を行っている事務

員をお見かけしましたら、それが「医師事務作業補助者」です。医師の指示のもと、短い

診察時間の中でも、医師がパソコンではなく患者さんと直接向き合えるよう、日々頑張っ

て医師をサポートしておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 


